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エコムの熱処理装置設計はただ目標温度に到達し、制御するとい
うのが目的ではありません。いかに速く、いかに効率的にワーク
に熱を伝えるかということを主軸に設計しています。流体解析を
用いたシミュレーションもそのうちのひとつのノウハウです。
設計段階で事前解析を行い、装置構造の最適化を進めることで、
高速昇温、均一加熱を実現します。
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エコムでは「流体解析ソフト」を利用し、主にノズルの設計や、炉内熱風流れの確認を
行っています。目には見えない熱風の流れを可視化することができ、本設計前にワーク
への熱風のあたり方を検証しノズル形状を最適化したり、事前に熱風が流れにくい箇所
の確認、原因追究、対策をす
るのに利用します。
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紹介 流体解析とは流体解析とは

エコムの真骨頂。いかに早く昇温するか、どれだけ省スペー
スでできるか。他社ではできない提案いたします。
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実機での精細な風速測定が困難な装置でも、
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解析に利用する仮想モデルでは再現できないパラメータが多数あるため、
実際の装置の風速などをずれなく予測するのは困難です。ただし相対的な
比較をすることは可能なので、風量やノズル形状、ワーク形状など各パター
ンで解析を行い、どちらの条件がよいかの比較検討を行うことができます。
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弊社の経験豊富なスタッフがそのワークの材質、形状、重量などを考慮して、時短に最適な
熱源と加熱方法をご提案いたします。また、その最適条件を前提に生産量や設置スペースを
考慮した生産設備をご提案します。テストから設備導入までワンストップサービスを提供い
たします。 

伝熱解析では、そもそものシミュレーションする熱伝達係数は正確な数字ではなく
想像上の数値を使うため、解析結果と結果が大きく離れることがあります。実績数
を増やすことにより精度は向上していきますが、前提として解析結果を鵜呑みにせ
ず実際の結果とのずれがあることを考慮しワークテストをする必要があります。

実績による熱流体解析
の精度向上が必要　　　　　　
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流体解析加熱テスト
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熱風の吹き出し構造や、
効率的な熱循環フロー等

解析データとの整合性を
併せて提示

事例 多段に並べた板状ワークの温度ムラをなくす

加熱炉の設計前に、炉内に重ねたワークにどの
ように熱風がまわるかのシミュレーションを行
い、断面Ａに比べＢ地点が風速が遅くなるとい
う結果が得られました。解析で得たデータを基
に、ダクトや熱風の吹き出しノズルの位置を変
更するなど設計を試行錯誤することで、最終的
に高効率・高性能な炉の製作が可能になります。
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流体解析画面

ワークの 2 点の
断面を解析

断面Ａ

断面Ｂ

Furnace with far infrared annealing functionFurnace with far infrared annealing function

皆さんこんにちは！営業部 1 課の****です。4 月
に入社したばかりの私ですが。気が付けばもう 
8 月！毎日の仕事が刺激的で、時間の流れが速
いと常々感じています。大学生時代は大型バイ
クのツーリングに明け暮れていましたが、現在で
は車でドライブに出かけています。どちらもワ
インディングを駆け抜けていく爽快感がたまり
ません。猛暑が続いていますが暑さに負けない
よう、新入社員らしいフレッシュさで仕事をし
ていきます。
それでは今月の熱技術ニュース、スタートです。

[PR] 遠赤外線 + 熱風による超高速昇温が可能

エコムの遠赤外線アニール炉は赤外線加熱と
熱風加熱の長所を組み合わせた次世代ハイブ
リッド型アニール装置です。きめ細かな調整
機能を搭載する事で、個々のワークに最も適
した条件でのアニーリングが可能です。 
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